
主　な　内　容

広　 報 2010年［平成22年］

5 1
No. 110

ISHIOKA

いしおか

市 の 人 口 と 世 帯　　80,726 人 ( 前 月 比 ▲ 105) 男 40,093 人　 女 40,633 人　29,077 世 帯 4 月 1 日 現 在
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● ５月 12日～ 16日
　 第 14 回八郷美術展　　　　　　　　　　　　   P12

● ごみの減量化に協力を　　　　　　　　　　　  P17

● 平成 22年度 予算特集
　 元気いしおかをスローガンにスタート　　　　　P2

● ４月１日～
　 子ども手当制度が開始　　　　　　　　　   　　 P8

● 総務省の行政相談
　 めざそう住みよいまちづくり　　　　　　　　　P9

　辻の茅葺き民家が、３月 19日に
文化審議会により、国の有形文化財
への登録を答申されました。
　この住宅は、明治前期に建てられ
た木造平屋建ての茅葺き民家です。
屋根は、一層一層刈り込んだ美しい
縞
しまもよう

模様の「トオシモノ」と呼ばれる
軒付けが施され、見応えがあります。

茅葺き民家が
　　国の有形文化財に

　（ 辻 ）



　市
議
会
第
１
回
定
例
会
で
、
久
保
田
健

一
郎
市
長
は
市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
主

要
施
策
の
大
綱
な
ど
新
年
度
の
施
策
方
針

を
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
の
重
点
的
な
取
り
組
み
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え

　石
岡
で
働
く
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
で

市
民
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
と
と
も
に
、
誇
り
の
持
て
る
地
域

と
す
る
た
め
に
産
業
・
教
育
な
ど
あ

ら
ゆ
る
面
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
行
い
、
地
域
を
元
気
に
し
ま

す
。　市

民
の
立
場
に
立
っ
て
、
暮
ら
し

や
す
い
生
活
環
境
の
整
備
・
充
実
を

図
り
、
住
み
続
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

「
元
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

１
「
生
活
優
先
の
ま
ち
づ
く
り
」

２

　住
み
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
市
民
が
考
え
、
参
加
で
き
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
市
政
の
主
役
で
あ
る
市
民
の
声

を
大
切
に
し
、
相
互
に
情
報
の
共
有

化
を
図
り
、市
政
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
施
策
の
重
点
化

や
効
率
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
行
政

の
ム
ダ
を
排
除
し
、
健
全
な
財
政
計

画
を
立
て
て
、
効
率
的
・
効
果
的
な

市
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
市
民
の
声
が
最
優
先
す
る

　
　
　
　
　ま
ち
づ
く
り
」

３
「
ム
ダ
の
な
い
ま
ち
へ
」

４

　市
で
は
活
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
地
域
の
実
現
の
た
め
、
市
民
と
の
役
割
分

担
の
中
で
主
体
的
に
行
動
し
、
そ
の
行
動
と
選
択
に
責
任
を
負
い
な
が
ら
市

政
に
取
り
組
み
ま
す
。

　市
の
現
状
は
、
人
口
減
少
傾
向
が
進
む
な
ど
、
地
域
の
活
気
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
雇
用
情
勢
も
厳
し
い
状
況
で
す
。

　今
後
、
市
の
魅
力
を
活
か
し
て
輝
く
石
岡
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
働
く
場

所
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
、
就
業
人
口
を
増
加
さ
せ
る
と
同
時
に
、
住
ん
で

み
た
い
ま
ち
、
住
ん
で
良
か
っ
た
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
で
、
人
口
増
加
に
結

び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、「
元
気
い
し
お
か
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
四
つ
の
政
策
の
観

点
か
ら
市
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

をスローガンに

元気いしおか
平成 22年度スタート

広報いしおか　№１１０　２



平
成
22
年
度
経
営
方
針

■
新
規
重
点
テ
ー
マ

「
元
気
い
し
お
か
」

❶
産
業
の
振
興

　

地
域
の
元
気
は
、
市
民
の
元
気
か

ら
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
働
く
場
所
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
進
み
つ
つ
あ
る

人
口
減
少
傾
向
へ
の
歯
止
め
対
策
と

し
て
も
、
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
の

企
業
や
工
場
・
研
究
機
関
な
ど
の

誘
致
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

新
規
に
立
地
す
る
工
場
な
ど
に

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
３

年
間
の
固
定
資
産
税
を
免
除
す

る
優
遇
制
度
を
引
き
続
き
実
施
す
る

ほ
か
、
企
業
立
地
に
向
け
た
誘
致
活

動
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
業
の
再
生
に
も
取
り
組

み
ま
す
。
昨
年
の
12
月
に
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
認
定
を
受
け
た
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
人

の
集
ま
る
仕
掛
け
づ
く
り
や
賑
わ
い

づ
く
り
を
行
う
た
め
、
空
き
店
舗
を

活
用
し
て
若
者
を
中
心
市
街
地
に
呼

び
込
む「
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
」

を
は
じ
め
、「
石
岡
駅
周
辺
整
備
事

業
」
な
ど
歴
史
的
な
街
並
み
を
活
か

す
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

特
に
認
定
の
主
要
事
業
と
な
っ
た

「
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
」
は
、

市
内
の
高
校
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
の

ス
イ
ー
ツ
・
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や

農
産
物
直
売
所
、
地
場
産
品
を
使
っ

た
地
産
地
消
レ
ス
ト
ラ
ン
の
設
置
な

ど
を
着
実
に
実
行
し
、
ま
ち
な
か
の

賑
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
林
業
の
振
興
に
つ
い

て
は
、
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業

や
自
給
力
向
上
事
業
な
ど
水
田
農
業

の
大
き
な
政
策
転
換
に
対
応
し
な
が

ら
、
飼
料
用
米
生
産
に
よ
る
耕
畜
連

携
や
資
源
循
環
型
農
業
を
展
開
し
ま

す
。
ま
た
、
低
農
薬
・
減
化
学
肥
料

農
産
物
生
産
に
取
り
組
む
農
業
者
へ

の
支
援
事
業
や
地
元
農
産
物
を
活
用

し
た
特
産
品
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

地
域
農
業
の
活
性
化
と
担
い
手
育
成

に
努
め
ま
す
。

❷
市
民
と
の
協
働

　

市
政
の
主
役
で
あ
る
市
民
一
人
ひ

と
り
の
声
を
大
切
に
し
、
市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
と
し
た
市

政
に
関
す
る
情
報
の
発
信
と
、
市
民

の
声
を
聴
く
広
聴
機
能
の
充
実
を
図

る
こ
と
に
よ
っ
て
情
報
を
共
有
化

し
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
参
画

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
市
の
情
報
は

積
極
的
に
分
か
り
や
す
く
、
そ
し

て
丁
寧
に
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

■
継
続
重
点
テ
ー
マ

❶
ひ
と
づ
く
り

　

平
成
22
年
度
か
ら
政
府
が
実
施
す

る
子
ど
も
手
当
は
、
確
実
に
支
給
さ

れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

学
校
や
家
庭
で
の
教
育
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
小
中
学
校
に
お
け
る

英
語
指
導
助
手
を
増
員
し
、
英
語
教

育
に
お
け
る
国
際
理
解
教
育
や
英
語

活
動
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

❷
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展

　

生
活
を
支
え
る
機
能
の
強
化
を
図

る
た
め
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
と
し
て
、
犯
罪
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
新
た
に
石
岡
駅
周

辺
や
高
浜
駅
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
エ
ン
ゼ
ル
パ
ト

ロ
ー
ル
の
組
織
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た

幹
線
道
路
の
整
備
な
ど
を
計
画
的
に

実
施
し
ま
す
。

❶
道
路
の
整
備

　

引
き
続
き
、
朝
日
ト
ン
ネ
ル
の
整
備

を
は
じ
め
、
地
方
道
路
等
整
備
事
業

と
し
て
恋
瀬
川
左
岸
堤
、
東
石
岡
四

丁
目
、
真
家
な
ど
の
９
路
線
、
そ
の

他
一
般
市
道
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

❷
駅
・
市
街
地
な
ど
の
整
備

　

石
岡
駅
を
本
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ

わ
し
い
駅
舎
と
し
、
自
由
通
路
や
広

場
な
ど
の
整
備
を
は
じ
め
、
利
用
者

の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
島
鉄
道
跡
地
を
活
用
し

た
バ
ス
専
用
道
（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）
の
利
用

促
進
に
努
め
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策

に
よ
り
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
促

進
に
努
め
ま
す
。

❸
児
童
福
祉
の
充
実

　

子
育
て
支
援
の
整
備
と
し
て
、
や

さ
と
中
央
保
育
所
に
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
家
庭
で
子

育
て
を
し
て
い
る
保
護
者
の
相
談
や

情
報
交
換
な
ど
、
子
育
て
に
関
す
る

総
合
的
な
支
援
活
動
を
行
い
、
児
童

福
祉
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
ま

す
。

❹
学
校
施
設
の
整
備
・
充
実

　

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
東
小
学
校
の
改
築
を
進
め

る
と
と
も
に
、
今
年
は
柿
岡
中
学
校

改
築
の
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
有
明
中
学
校
は
、
生
徒
の

安
全
を
第
一
に
考
え
、
仮
設
校
舎
で

の
授
業
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
は
じ
め
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
事
業
を
着

実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

て
、
平
成
22
年
度
に
臨
む
基
本
的
姿

勢
と
市
政
運
営
の
所
信
と
い
た
し
ま

す
。

優
先
施
策
に
対
す
る
考
え

全
庁
的
な
新
規
重
点
テ
ー
マ
と

継
続
重
点
テ
ー
マ
に
対
す
る
考
え

●平成 22年度予算特集

人
口
減
少
傾
向
へ
の
歯
止
め
対
策
と

し
て
も
、
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
の

企
業
や
工
場
・
研
究
機
関
な
ど
の

る
優
遇
制
度
を
引
き
続
き
実
施
す
る

ほ
か
、
企
業
立
地
に
向
け
た
誘
致
活

賑
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
市
の
基
幹

し
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
参
画

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

積
極
的
に
分
か
り
や
す
く
、
そ
し

て
丁
寧
に
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

■
継
続
重
点
テ
ー
マ

❶

　

平
成

る
子
ど
も
手
当
は
、
確
実
に
支
給
さ

地
域
活
性
化
計
画
認
定
書

▼
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〔 

用
語
の
説
明 

〕

【
収
入
】

市
税
…
市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の

税
金

地
方
交
付
税
…
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
交
付
金

国
県
支
出
金
…
特
定
の
事
業
に
対
す
る

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど

市
債
…
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
の
借
入
金

そ
の
他
…
使
用
料
及
び
手
数
料
、
地
方

消
費
税
交
付
金
、分
担
金
及
び
負
担
金
、

諸
収
入
な
ど

【
支
出
】

目
的
別
分
類

　
市
の
経
費
を
、
行
政
目
的
に
よ
っ
て

総
務
費
・
民
生
費
・
土
木
費
・
教
育
費

な
ど
に
分
類
し
た
も
の
で
、
お
お
よ
そ

の
予
算
の
比
重
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

総
務
費
…
市
組
織
の
運
営
、
徴
税
、
選

挙 

、
統
計
な
ど

民
生
費
…
児
童
、
高
齢
者
、
障
害
者
、

医
療
福
祉
、
生
活
保
護
な
ど

衛
生
費
…
各
種
検
診
や
予
防
接
種
、
ご

み
の
収
集
・
処
理
な
ど

農
林
水
産
業
費
…
農
業
・
林
業
の
振
興

な
ど

収　入

市税
97億8,938万円
　　　　　35.3%

地方交付税
57億1,000万円
　　　　20.6% 国県支出金

60億1,583万円
　　　21.8%

市債
27億1,250万円
　　　9.8%

　その他
34億7,629万円
　　　　12.5%

　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
２
７
７
億
４
０
０
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
11
億
８
８
０
０
万

円
の
増
額
、
４
・
５
％
の
伸
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
や
介
護
保
険
な
ど
の
特
別
会

計
を
含
め
た
全
体
の
予
算
規
模

で
は
、
前
年
度
よ
り
０
・
７
％
、

３
億
３
６
４
９
万
５
千
円
増
加
し
、

４
６
４
億
５
５
１
７
万
４
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
収
入
の
主
な
も
の

と
し
て
は
、
市
税
が
前
年
度
と
比
べ

４
・
６
％
、
４
億
７
４
５
７
万
７
千

円
減
の
97
億
８
９
３
７
万
７
千
円
、

地
方
交
付
税
が
前
年
度
と
比
べ
13
・

７
％
、
６
億
８
６
０
０
万
円
増
の

57
億
１
０
０
０
万
円
、
国
県
支
出
金

の
60
億
１
５
８
３
万
千
円
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
出
は
、
経
営
方
針
に
掲
げ
ら
れ

た
全
庁
的
な
「
重
点
テ
ー
マ
」
お
よ

び
「
優
先
施
策
」
に
重
点
を
置
い
た

配
分
と
し
ま
し
た
。

　
「
重
点
テ
ー
マ
」
の
主
な
事
業
と

し
て
、
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
の
企

業
立
地
・
誘
致
の
取
り
組
み
と
し
て

の
企
業
誘
致
推
進
事
業
・
商
業
の
再

生
の
た
め
の
中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
・
エ
コ
農
業
茨
城
推
進
事
業
・
い

ば
ら
き
農
業
元
気
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
・
子
ど
も
手
当
経
費
な
ど
に

新
た
に
取
り
組
み
、
合
併
市
町
村
幹

線
道
路
緊
急
整
備
支
援
事
業
や
、
商

工
振
興
事
業
な
ど
は
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。

　
「
優
先
施
策
」
の
主
な
も
の
は
、

石
岡
駅
周
辺
整
備
事
業
や
、
東
小
学

校
学
童
保
育
施
設
建
設
事
業
・
有
明

中
学
校
仮
設
校
舎
借
上
料
の
新
規
事

業
の
ほ
か
、
地
方
道
路
等
整
備
事

業
・
東
小
学
校
改
築
事
業
・
柿
岡
中

学
校
改
築
事
業
な
ど
継
続
す
る
事
業

で
す
。

　

特
別
会
計
は
、
前
年
度
と
比
べ
４
・
３

％
、
８
億
５
１
５
０
万
５
千
円
減
の

１
８
７
億
５
１
１
７
万
４
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
減
少
の
理
由
は
、
老
人
保
健

事
業
の
医
療
給
付
事
業
が
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
に
移
行
し
た
こ

と
、
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
・
農

業
集
落
排
水
事
業
の
借
換
債
が
な
く

な
っ
た
も
の
で
す
。

一般会計　　
277億    400万円

特別会計　　
187億 5,117万円465億円平成22年度

予算
一般会計  収入
   277 億 400 万円

総額
一般・特別
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土
木
費
…
道
路
や
橋
、
公
園
な
ど
の
整

備
や
管
理
な
ど

消
防
費
…
火
災
や
水
害
な
ど
か
ら
市
民

を
守
る
た
め
の
経
費

教
育
費
…
小
・
中
学
校
の
整
備
や
生
涯

学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど

公
債
費
…
借
り
入
れ
た
市
債
の
返
済
に

か
か
る
元
金
、
利
子

性
質
別
分
類

　
市
の
経
費
を
、
経
済
的
性
質
を
基
準

と
し
て
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
普
通
建

設
事
業
な
ど
に
分
類
し
た
も
の
で
、
財

政
の
分
析
に
重
要
な
分
類
で
す
。

人
件
費
…
職
員
の
給
与
、
共
済
費
な
ど

扶
助
費
…
生
活
保
護
、
子
ど
も
手
当
、

老
人
福
祉
費
な
ど

普
通
建
設
事
業
…
保
育
所
、
学
校
な
ど

の
公
共
施
設
の
建
設
、
道
路
や
公
園
等

生
活
基
盤
の
整
備
な
ど

物
件
費
…
施
設
の
維
持
管
理
や
運
営
な

ど補
助
費
等
…
団
体
運
営
や
事
業
な
ど
に

対
す
る
補
助
金
や
負
担
金
　
　
　

平成 22年度
予算総額は

目的別

　　土木費
37億9,765万円
　　13.7%

消防費
13億2,613万円
4.8%

教育費
35億5,384万円
　　　12.8%

　　公債費
30億8,643万円
　　　11.1%

その他
8億9,808万円
　　　　 3.3%

総務費
26億2,914万円
9.5%

民生費
92億7,354万円
　　　　33.5%

衛生費
19億827万円
　6.9%

農林水産業費
12億3,092万円
4.4%

特別会計名 平成
22年度

対 前年度比

増減額 増減率
（%）

授産所 2,685 77 3.0

国民健康保険 90 億 6,300 1 億 9,500 2.2

簡易水道事業 2,856 394 16.0

下水道事業 24 億 4,854 △2億2,017 △ 8.2

駐車場 1,827 △ 26 △ 1.4

老人保健 302 △ 3,601 △ 92.3

農業集落
　　　排水事業

3 億 2,363 △2億9,474 △ 47.7

霊園事業 1,955 △ 1,570 △ 44.5

介護保険 50 億 4,096 2 億 819 4.3

介護
　サービス事業

2 億 9,058 3,331 12.9

後期高齢者医療 6 億 4,739 586 0.9

水道事業 8 億 4,082 △7億3,170 △ 46.5

特別会計　計 187億5,117 △8億5,151 △ 4.3

（単位：万円）

費

義

務

的

経
投
資
的 経 費

一

般

行

政

経

費

性質別
　扶助費
56億2,130万円
　　　　20.3%

 公債費
30億8569万円
　　11.1%

　　　普通
　　建設事業
32億3,284万円
　　　11.7%

繰出金
33億71万円
　　11.9%

　物件費
  35億133万円
　　　12.6%

　　補助費等
28億2,884万円
　　　10.2%

　その他
4億4,996万円
　　　1.7%

　人件費
56億8,333万円
　　　20.5%

一般会計  支出
   277 億 400 万円

●平成 22年度予算特集

（△印は前年と比べマイナス）

特別会計予算額
187 億 5,117 万円

　５　 広報いしおか　№１１０

■
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
２
３
１
）



（
新
規
事
業
は
、
★
印
で
表
示
）

【
明
日
を
拓ひ

ら

く
ま
ち
へ
】

○
石
岡
駅
周
辺
整
備
事
業
（
石
岡
駅

周
辺
整
備
基
本
設
計
業
務
委
託
料
、

鹿
島
鉄
道
跡
地
開
発
調
査
業
務
委
託

料
）　　
　
　
　

 　

６
７
２
３
万
円

○
合
併
市
町
村
幹
線
道
路
緊
急
整
備

支
援
事
業
（
八
郷
・
新
治
線
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　

11
億
９
３
９
２
万
円

○
地
方
道
路
等
整
備
事
業
（
恋
瀬
川

左
岸
堤
、
北
根
本
、
碁
石
沢
、
石
川
、

真
家
ほ
か
）　 

２
億
４
８
０
０
万
円

○
か
し
て
つ
跡
バ
ス
専
用
道
推
進
事

業
（
実
証
運
行
事
業
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
６
０
万
円

○
一
般
市
道
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
億
７
７
６
万
円

★
橋
り
ょ
う
維
持
費
（
橋
り
ょ
う
長

寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
委
託
料
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
万
円

★
市
営
住
宅
長
寿
命
化
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

８
３
８
２
万
円

○
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
８
１
万
円

★
住
居
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
３
５
万
円

○
簡
易
水
道
事
業
（
簡
易
水
道
事
業

変
更
認
可
申
請
書
策
定
委
託
料
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
３
３
万
円

○
流
域
関
連
公
共
下
水
道
整
備
事
業

（
★
ポ
ン
プ
場
施
設
長
寿
命
化
対
策

委
託
料
ほ
か
）
２
億
６
０
９
３
万
円

○
公
共
下
水
道
整
備
事
業
（
★
下
水

道
整
備
計
画
変
更
業
務
委
託
料
、
★

下
水
道
・
農
集
排
統
合
全
体
計
画
策

定
業
務
委
託
料
ほ
か
）　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

２
億
３
３
４
３
万
円

【
産
業
の
輝
く
ま
ち
へ
】

★
企
業
誘
致
推
進
事
業
（
石
岡
市
工

場
誘
致
奨
励
金
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
７
４
万
円

★
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
（
テ
ナ

ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
店
舗
職
員
雇
用
委
託

料
、
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
雇
用
助

成
補
助
金
ほ
か
）　　

 

６
５
０
万
円

○
農
道
・
農
業
排
水
路
整
備
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
５
４
万
円

○
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
（
三
村
・

東
成
井
地
区
）　　

 

３
６
６
５
万
円

★
エ
コ
農
業
茨
城
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
７
８
万
円

★
い
ば
ら
き
元
気
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業　
　
　
　
　
　

１
７
３
万
円

○
産
地
確
立
推
進
事
業
（
ブ
ロ
ッ
ク

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
定
着
化
促
進
事
業

補
助
金
ほ
か
）
１
億
１
０
５
２
万
円

○
林
道
開
設
事
業
（
半
田
線
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　

８
１
７
０
万
円

○
が
ん
ば
る
商
店
街
支
援
事
業
補
助

金　
　
　
　
　
　
　
　

６
５
０
万
円

○
観
光
対
策
経
費
（
観
光
Ｐ
Ｒ
委
託

料
ほ
か
）　　
　
　

 

５
１
４
５
万
円

○
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
管
理
運
営
費

（
★
イ
ベ
ン
ト
・
展
示
企
画
委
託
料

ほ
か
）　　
　
　
　

 

７
０
８
５
万
円

【
安
全
で
安
心
し
て

　
　
　暮
ら
せ
る
ま
ち
へ
】

○
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業（
★
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
９
８
万
円

○
交
通
安
全
対
策
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
５
９
万
円

○
防
災
対
策
経
費
（
★
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
委
託
料
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
９
６
万
円

○
消
防
水
利
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
４
４
万
円

○
消
防
一
般
経
費
（
★
電
波
伝
搬
調

査
業
務
負
担
金
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
７
９
万
円

○
救
急
活
動
経
費
（
★
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
防
止
機
材
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
６
９
万
円

【
笑
顔
と
元
気
の

　
　
　
　
　あ
る
ま
ち
へ
】

★
子
ど
も
手
当
経
費

　
　
　
　
　
　

10
億
４
２
４
７
万
円

観光シーズンに運行される観光巡回車

整備が進む「かしてつ跡バス専用道」

整備が待たれる石岡駅周辺

平
成
22
年
度
の
主
な
事
業
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○
保
育
支
援
関
係
経
費
（
★
民
間
保

育
所
低
年
齢
児
保
育
体
制
緊
急
整
備

事
業
委
託
料
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　

１
億
４
２
３
６
万
円

○
保
育
事
業
費
（
統
合
保
育
所
も
含

め
た
公
立
保
育
所
の
児
童
健
全
育

成
）　　
　
　

 

１
億
５
２
７
６
万
円

○
医
療
福
祉
市
単
独
事
業
（
小
中
学

生
の
入
院
費
の
一
部
負
担
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
１
６
万
円

○
高
齢
者
等
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
９
０
５
万
円

○
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　

７
億
３
７
３
２
万
円

○
病
院
群
輪
番
制
病
院
運
営
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
９
７
万
円

○
予
防
接
種
事
業
（
１
～
15
歳
の
児

童
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
一
部
助
成
）

　
　
　
　
　
　

１
億
２
０
５
２
万
円

○
成
人
保
健
事
業
（
後
期
高
齢
者
人

間
ド
ッ
ク
補
助
金
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　

５
３
１
８
万
円

【
人
を
育
む
ま
ち
へ
】

○
語
学
指
導
事
業
（
★
小
中
学
校
に

増
員
）　　
　
　
　

 

２
８
６
３
万
円

○
Ｔ
Ｔ
特
別
配
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
３
８
万
円

○
学
校
管
理
運
営
経
費
（
★
教
育
委

員
会
バ
ス
運
行
委
託
料
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　

１
億
９
６
１
２
万
円

○
学
校
維
持
管
理
経
費
（
★
有
明
中

学
校
仮
設
校
舎
借
上
料
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　

１
億
４
４
７
８
万
円

○
学
校
い
き
い
き
プ
ラ
ン
推
進
事
業

（
小
中
学
校
）　　
　

１
２
８
６
万
円

○
東
小
学
校
改
築
事
業

　
　
　
　
　
　

９
億
６
２
１
１
万
円

★
柿
岡
中
学
校
改
築
事
業
（
実
施
設

計
委
託
料
）　　
　

 

６
７
２
０
万
円

○
幼
稚
園
教
育
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

９
８
８
４
万
円

○
社
会
教
育
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
５
３
万
円

○
放
課
後
児
童
対
策
事
業
（
★
東
小

学
校
学
童
保
育
施
設
建
設
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　

１
億
７
２
１
万
円

○
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

（
吉
生
小
、
恋
瀬
小
、
小
幡
小
、
葦

穂
小
）　　
　
　
　
　

 

３
９
０
万
円

○
イ
ベ
ン
ト
広
場
管
理
経
費
（
★
広

場
フ
ェ
ン
ス
改
修
事
業
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
０
９
万
円

○
石
岡
運
動
公
園
維
持
管
理
経
費

（
★
体
育
館
床
改
修
工
事
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　

４
７
６
７
万
円

○
文
化
財
保
護
保
存
及
び
普
及
経
費

（
★
指
定
文
化
財
等
保
存
事
業
補
助

金
ほ
か
）　　
　

 　

１
４
６
６
万
円

○
生
涯
学
習
推
進
事
業
、
青
少
年
育

成
事
業
、
体
育
振
興
活
動
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
３
１
万
円

○
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

維
持
管
理
経
費
（
★
体
育
館
照
明
設

備
交
換
工
事
ほ
か
）
１
０
８
９
万
円

【
自
然
と
調
和
す
る

　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
へ
】

○
霞
ヶ
浦
浄
化
対
策
経
費
（
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
事
業
費
補
助
金
ほ

か
）　　
　
　
　

 　

６
３
５
８
万
円

○
森
林
機
能
緊
急
回
復
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
６
７
５
万
円

○
身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
８
０
万
円

○
ご
み
減
量
・
資
源
化
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
８
万
円

○
公
害
対
策
経
費　
　

１
２
５
万
円

【
協
働
で
歩
む
ま
ち
へ
】

○
区
長
自
治
連
合
会
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
５
万
円

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
新
生
活
運
動
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
１
３
万
円

○
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

○
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
４
４
万
円

改築工事中の東小学校

指定文化財保存事業（国分寺旧千手院山門）

○
旭
台
会
館
管
理
経
費
（
★
屋
上
防

水
改
修
工
事
ほ
か
）　 

８
９
２
万
円

【
効
率
的
な

行
財
政
運
営
を
目
指
し
て
】

○
市
庁
舎
維
持
管
理
経
費
（
★
市
庁

舎
救
助
袋
設
置
工
事
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　

９
７
１
５
万
円

★
旅
券
事
務
費
（
端
末
機
器
借
上
料

ほ
か
）　　
　
　

         

１
３
６
万
円

★
固
定
資
産
税
償
却
資
産
調
査
事
務

費　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
３
万
円

○
広
報
活
動
経
費　

１
６
９
７
万
円

○
市
民
相
談
経
費　
　

２
５
１
万
円

○
石
岡
地
方
斎
場
組
合
負
担
金
（
斎

場
建
設
費
ほ
か
）   

９
９
０
３
万
円

子育て支援センター（やさと中央保育所内）

●平成 22年度予算特集

本年 1 月から市役所に開設されたパスポート窓口

　７　 広報いしおか　№１１０



　子ども手当は、これまでの児童手当に替わり、中学３年生ま
での子どもを養育する人に支給する制度として新たに創設され
ました。
　平成 22年４月１日時点で、中学２・３年生の保護者と所得
制限により児童手当を受給していない保護者は、手当を受給す
るための手続きが必要となります。

子
ど
も
手
当
制
度
と
は
？

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社

会
全
体
で
応
援
す
る
制
度
で
す
。

◆
対
象
者

・
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
。
保
護

者
と
は
、子
ど
も
の
父
ま
た
は
母
で
、

家
庭
で
の
生
計
中
心
者
で
す
。

・
父
母
に
養
育
さ
れ
て
い
な
い
子
ど

も
に
つ
い
て
は
、子
ど
も
を
監
護
し
、

生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
が
対
象
者

に
な
り
ま
す
。

◆
支
給
額
（
月
額
）

　

一
律
で
１
万
３
０
０
０
円
（
子
ど

も
一
人
に
つ
き
）

◆
支
給
月

　

原
則
と
し
て
、
６
月
・
10
月
・
２

月
の
年
３
回
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月

分
ま
で
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

４月１日〜

子ども手当制度が開始

ど
ん
な
手
続
き
が
必
要
？

1
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

・
中
学
１
年
生
（
平
成
９
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
）
ま
で
の
子
ど
も
が

い
る
場
合

　

こ
れ
ま
で
、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
た
人
に
は
、
自
動
的
に
子
ど
も

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
中
学
２
・
３
年
生
（
平
成
７
年
４
月

２
日
生
ま
れ
〜
平
成
９
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）
の
子
ど
も
が
い
る
場
合

　
「
額
改
定
認
定
請
求
書
」
の
提
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。該
当
者
に
は
、

５
月
上
旬
に

書
類
を
送
付

し
ま
す
。

※
申
請
時
に

添
付
す
る
書

類
は
、
同
封

し
て
あ
る
通

名
　
称

対
象
児
童

所
得
制
限

支
給
額

支
払
月

児
童
手
当

０
〜
12
歳

小
学
校
修
了
ま
で

あ
り

５
０
０
０
円
〜

　
　
　
　

１
万
円

６
月

10
月

２
月

子
ど
も
手
当

０
〜
15
歳

中
学
校
修
了
ま
で

な
し

１
万
３
０
０
０
円

申
請
の
期
間
な
ど
は
？

　

10
月
１
日
以
降
に
申
請
し
た
場

合
、４
月
分
か
ら
の
支
給
に
な
ら
ず
、

申
請
し
た
月
の
翌
月
か
ら
の
支
給
に

な
り
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
４
月
１
日
以
降
、
転
入
転
出
で
市

町
村
が
変
わ
っ
た
と
き
や
、
子
ど
も

が
生
ま
れ
た
時
に
は
、
そ
の
都
度 

「
認
定
請
求
書
」
の
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

知
書
で
確
認
く
だ
さ
い
。

2
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
人

　

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。５
月
上
旬
に
送
付
す
る「
子

ど
も
手
当
認
定
請
求
書
」
に
記
入
の

う
え
、
申
請
く
だ
さ
い
。

※
申
請
時
に
添
付
す
る
書
類
は
、
同

封
し
て
あ
る
通
知
書
で
確
認
く
だ
さ

い
。

3
公
務
員
の
人

　

勤
務
先
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
子
ど
も
手
当
と
児
童
手
当
の
違
い

◆
申
請
受
付
締
切

　

９
月
30
日
（
木
）
ま
で

●問い合わせ　こども福祉課
　　　　　　　☎ 23-1111（内線 163）
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　行
政
相
談
所
開
設

相
談
は
、
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
。

場
所　

中
央
公
民
館
相
談
室

日
時　

午
後
１
時
〜
３
時

　

５
月
７
日
（
金
）

　

９
月
10
日
（
金
）

　

11
月
12
日
（
金
）

場
所　

市
役
所
１
階
会
議
室

日
時　

午
後
１
時
〜
３
時

　

７
月
９
日
（
金
）

　

１
月
７
日
（
金
）

　

３
月
11
日
（
金
）

めざそう
　　住みよいまちづくり

問
い
合
わ
せ

●
人
権
相
談
所

水
戸
地
方
法
務
局 

土
浦
支
局

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
０
７
９
２

●
行
政
相
談

総
務
省 

茨
城
行
政
評
価
事
務
所

行
政
相
談
課

☎
０
５
７
０
・
０
９
０
１
１
０

●
人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
所

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

憲
法
週
間　

５
月
１
日
〜
７
日

憲
法
週
間
　

５
月
１
日
〜

憲
法
週
間
　

５
月
１
日
〜

日日

み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

曽そ

ね

た
根
田
隆り
ゅ
う
こ
う

光　
　
　
（
国
府
六
）

額
賀　
　

密み
つ　

　
　
（
根　

当
）

綿
引
美
惠
子　
　
　
（
片　

野
）

大
塚　

郁い
く
お郎　
　
　
（
国
府
一
）

青
木　

祥し
ょ
う
た太　
　
　
（
大　

増
）

大
竹　

善よ
し
み
ち倫　
　
　
（
旭
台
三
）

萩
原　

壽と
し
み
つ盈　
　
　
（
弓　

弦
）

内
山　

侑
一　
　
　
（
国
府
四
）

皆
川　

信
之　
　
　
（
根
小
屋
）

　

身
近
で
起
こ
る
差
別
や
偏
見
に

つ
い
て
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
人

権
尊
重
の
意
識
を
高
め
、
豊
か
な

人
間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
問
題
の
相
談
は
、
法
務
局

の
人
権
相
談
所
か
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
に
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
〜

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
行
政
に

関
す
る
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決

に
向
け
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
３
人
の
行
政
相
談
員
が
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
困
っ
て
い
る
こ

と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
行
政
相
談
所
も
下
記
日
程
に
よ
り

開
設
し
ま
す
の
で
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）

惣そ
う
の
だ
い

野
代 

悌よ
し
た
か孝　
　

  

（
東
光
台
三
）

横
田　

ま
さ　
　
　
　
　
（
山
崎
）

矢
口　

輝
行　
　
　
　
（
谷
向
町
）

側溝のフタがないので、
　　　あぶないわ！

総務省の行政相談めざそうめざそうめざそう
　　住みよいまちづくり　　住みよいまちづくり　　住みよいまちづくり

　９　 広報いしおか　№１１０

改善後

改善前



まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと

火
災
現
場
の
人
命
救
助

で
４
人
を
表
彰

▲写真右から和田さん、上野さん、海老沢さん
　

３
月
10
日
に
市
内
の
８
中
学
校
の

生
徒
８
０
７
人
が
、
19
日
に
は
19
小

学
校
の
児
童
８
２
８
人
が
卒
業
し
ま

国
府
中
が
ア
ル
ミ
缶
を

集
め
車
椅
子
を
寄
贈

中
学
生
８
０
７
人
、
小

学
生
８
２
８
人
が
卒
業

　

３
月
８
日
、
市
役
所
で
市
内
の
海

老
沢
正
夫
さ
ん
、
上
野
國
臣
さ
ん
、

和
田
知
也
さ
ん
、
消
防
団
員
の
島
田

恵
一
さ
ん
の
４
人
が
、
火
災
現
場
で

の
人
命
救
助
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
人
は
、
２
月
13
日
に
市
内
若
松

二
丁
目
地
内
で
発
生
し
た
建
物
火
災

の
際
に
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
、
協
力

し
て
延
焼
す
る
建
物
内
で
動
け
な
く

な
っ
て
い
た
男
性
を
救
出
し
、
到
着

し
た
救
急
隊
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

病
院
に
搬
送
さ
れ
た
男
性
は
、
軽
症

で
命
に
別
状
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

感
謝
状
の
贈
呈
式
で
、
市
長
は
火

災
現
場
で
の
４
人
の
勇
気
あ
る
行
動

に
、
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
感
謝
の

気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。　
　

▲寄贈した車椅子と家庭教育学級の役員と生徒

し
た
。

　

府
中
中
学
校
（
藤
枝
一
成
校
長
）

で
は
、
１
９
１
人
の
生
徒
が
多
く
の

来
賓
や
保
護
者
、
在
校
生
、
教
職
員

が
見
守
る
中
、
卒
業
式
を
迎
え
ま
し

た
。
校
長
は
、
卒
業
生
に
「
目
的
を

　

３
月
18
日
、
国
府
中
学
校
（
濱
田

裕
信
校
長
）
か
ら
車
椅
子
１
台
が
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
生
徒
た
ち
が
家
庭
学
級

活
動
の
一
環
と
し
て
家
庭
の
ア
ル
ミ

缶
を
集
め
て
換
金
。
人
の
た
め
に
役

立
て
た
い
と
車
椅
子
を
購
入
し
て
寄

贈
し
た
も
の
で
す
。

小
池
さ
ん
が
地
域
伝
統

文
化
功
労
者
表
彰
受
賞

　

小
幡
在
住
の
小
池
貢
さ
ん
が
、
財

団
法
人
伝
統
文
化
活
性
化
国
民
協
会

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
各
地
に
お
い
て
伝

統
文
化
の
活
性
化
に
尽
力
す
る
な
ど

地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
た
個
人

や
団
体
が
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

小
池
さ
ん
は
、
弓
矢
作
り
の
伝
統

技
術
伝
承
者
と
し
て
、
顕
著
な
業
績

を
残
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。　
　

▲小池貢さん（左）

▲島田さん（写真右）

▲林小学校 ▲府中中学校

持
っ
た
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
。
自

分
の
行
い
に
責
任
を
持
て
る
人
に

な
っ
て
欲
し
い
。
も
う
ひ
と
り
の
自

分
の
存
在
に
気
づ
き
大
切
に
育
ん
で

い
っ
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
林
小
学
校
（
谷
仲
紀
彦
校

長
）
で
も
中
学
校
の
制
服
に
身
を
包

ん
だ
25
人
の
児
童
が
卒
業
式
を
迎

え
、
多
く
の
人
の
祝
福
を
受
け
ま
し

た
。
校
長
か
ら
卒
業
生
に
「
自
分
の

夢
を
実
現
す
る
た
め
全
力
を
つ
く
し

て
欲
し
い
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
で
欲
し
い
」
と
は
な
む
け
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

広報いしおか　№１１０　１０



２
団
体
と
14
人
が
ス
ポ
ー

ツ
振
興
奨
励
・
功
労
表
彰

地
域
に
役
立
ち
た
い
と
ナ

シ
ョ
ナ
ル
製
罐
が
寄
付

　

３
月
５
日
、
市
役
所
で
平
成
21
年

度
石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
表
彰

と
ス
ポ
ー
ツ
功
労
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
表
彰
は
、

関
東
大
会
以
上
の
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
、
技
術
が
き
わ
め
て
優
秀

な
団
体
や
個
人
に
、
功
労
表
彰
は
、

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
水
準
の
向
上
に
貢

献
し
た
団
体
と
個
人
に
対
し
て
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
２
団
体

と
14
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

３
月
５
日
、
柏
原
工
業
団
地
の
日

本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
罐
株
式
会
社
が
地

域
に
わ
ず
か
で
も
役
立
ち
た
い
と

１
０
０
万
円
を
社
会
福
祉
協
議
会
に

寄
付
し
ま
し
た
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
罐
で
は
、
褒
め
る

こ
と
を
会
社
の
文
化
に
し
た
い
と
、

社
内
で
あ
っ
た「
ち
ょ
っ
と
良
い
話
」

を
気
軽
に
公
開
す
る
と
、
褒
め
た
人

に
缶
ビ
ー
ル
１
缶
、
褒
め
ら
れ
た
人

に
２
缶
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
と
合
わ
せ
て
、
社
会
貢
献
活
動

と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
缶
ビ
ー
ル

相
当
額
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。　

　

今
回
は
、
地
域
の
役
に
立
つ
こ
と

▲スポーツ振興奨励・功労表彰受賞者
　

ひ
た
ち
野
農
業
協
同
組
合
（
金
井

一
夫
組
合
長
）
と
や
さ
と
農
業
協
同

組
合
（
田
村
和
夫
組
合
長
）
か
ら
、

市
内
の
新
入
児
童
に
交
通
安
全
の
黄

色
い
帽
子
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

農
協
が
交
通
安
全
を
願

い
黄
色
い
帽
子
を
寄
贈

◎
受
賞
者
・
受
賞
団
体
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
表
彰

【
団
体
の
部
】

＊
石
中
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

＊
石
岡
モ
ン
キ
ー
ズ
（
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）	

【
個
人
の
部
】

＊
朝
賀
遼
人（
石
小
１
年
）、鈴
木
颯
・

林
篤
輝
（
石
小
２
年
）、木
村
豪
（
府

中
小
２
年
）
テ
コ
ン
ド
ー

＊
坂
本
貴
紀
（
石
岡
商
業
・
弓
道
）

＊
山
本
萌
・
岡
田
紗
季
（
城
南
中
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
）

＊
内
田
彩
佳
・
友
水
陽
香
・
仁
平
明

花
・
飯
村
彩
衣
子
・
大
手
綾
花
（
石

小
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）　

＊
海
老
澤
年
幾
（
東
少
年
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
）

●
ス
ポ
ー
ツ
功
労
表
彰

＊
清
水
満
（
紫
鏡
ク
ラ
ブ
）
体
操
競
技

　

　

こ
の
帽
子
は
「
子
ど
も
た
ち
が
交

通
事
故
に
あ
わ
ず
元
気
に
通
学
し
て

欲
し
い
」
と
の
願
い
を
込
め
て
毎
年

贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
帽
子
は
、
入
学
式
の
日
に
子

ど
も
た
ち
に
手
渡
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
、

黄
色
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
元
気
に
通
学
し
ま
す
。

▲寄付後、市長と歓談するナショナル製罐の役員

▲金井組合長（右）から帽子を受け取る三村小の櫻
　井校長

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
が
茨
城
空
港
を
応
援▲石岡駅前にプランターを設置する会員

　

石
岡
地
方
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
木
村
芳
城
理
事
長
）
の
会

員
が
、
茨
城
空
港
を
応
援
し
よ
う
と

「
よ
う
こ
そ
茨
城
空
港
へ
」
と
印
字

し
た
パ
ン
ジ
ー
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
、

空
港
の
玄
関
駅
と
な
る
石
岡
・
高
浜
・

羽
鳥
駅
と
空
港
前
３
５
０
メ
ー
ト
ル

の
道
路
に
設
置
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

会
員
が
自
分
が
働
い
た
金
額
の
１
％

を
社
会
奉
仕
活
動
基
金
と
し
て
積
み

立
て
、
そ
の
資
金
を
プ
ラ
ン
タ
ー
購

入
に
あ
て
た
も
の
で
す
。

　

会
員
た
ち
は
「
気
持
ち
よ
く
空
港

を
利
用
し
て
欲
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

▼田村組合長（左）から帽子を受け取る石橋教育長

が
自
分
た
ち
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
と

そ
の
積
立
金
を
寄
付
し
た
も
の
で
す
。

１１　 広報いしおか　№１１０


